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10－令和６年度森林及び林業の動向 

葉樹林)、ガジュマル、アコウ等に代表される亜熱帯林が分布する。このような植生帯の水
平分布に加えて、同じ地域でも気温は標高差に応じて変化することから、例えば、高い山
では、麓は落葉広葉樹林となっているが、山頂付近では亜寒帯性の針葉樹林や高山植生と
なるといった変化のように、植生帯の垂直分布がある(資料 特－６)。 

また、我が国の森林は、季節風等の気候条件や地形・地質等の立地条件、自然災害、天
然更新、人為による伐採や植栽等によって変化しており、様々なタイプの森林が存在する
(資料 特－７)。⾧期間にわたって人手が加わっていない原生的な天然林に対して、人手が
加わることによって成立してきた森林は、二次的な自然とも呼ばれ、生活資材等の供給源
として継続的に利用され、維持管理されることで成立してきた里山林14や、林業を通じて
木材を生産する場である人工林が含まれる。これらの森林はそれぞれ異なる生物相を形成
し、生物多様性に貢献する。我が国においては、原生的な天然林の厳格な保護・管理に加
えて林業等による持続的な利用を通じて、空間的にも時間的にも多様な森林が形成され、
多様な生物の生育・生息環境が創出されている(資料 特－８、事例 特－１)。 

14 里山二次林とも呼ばれる。伐採等の人手が加わることなどにより攪乱が起きた後に成立し、遷移している状態の森林。 

資資料料  特特－－７７  全国の森林の優占樹種による森林生態系タイプ区分 

注１：調査プロット内に出現する樹種の胸高断面積合計が30％以上を占める樹種を優占樹種として集計。 
２：計の不一致は四捨五入による。 

資料：林野庁「森林生態系多様性基礎調査」(第４期：平成26(2014)～30(2018)年度) 
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(森林における種レベルの多様性) 
様々な動植物等の種が存在するためには、それらの種の生育・生息が可能となる多様な

森林環境が必要である。数十年以上という⾧期間にわたる森林の発達段階は、林分成立段
階、若齢段階、成熟段階、老齢段階に分けられる。このような森林の発達の過程で草本、

資資料料  特特－－８８  世界自然遺産に登録されている原生的な天然林 

白神山地のブナ林 
（秋田県藤里町） 

やんばる森林生態系保護地域 
（沖縄県国頭村） 

ヤクスギの天然林 
（鹿児島県屋久島町） 

西表島森林生態系保護地域 
（沖縄県竹富町） 

小笠原諸島森林生態系保護地域 
（東京都小笠原村） 

知床森林生態系保護地域 
（北海道斜里町） 

事例 特－１ 「林業立村」100年の村がつくる多様なモザイク林相 
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は、山間部に位置し平地が少なく、森林率が９割を超える土地柄から、「林業
立村」をスローガンに、林業やしいたけ栽培、畜産等を組み合わせる複合経営を行いながら、
森林と共生してきた。このような山間地の農林業複合の取組等が評価され、平成27(2015)年
には、周辺の４町村(高
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)と共に、世界農業遺産にも
認定されている。 

戦後の拡大造林期には、全国的にスギ、ヒノキの一斉林注１が造成される中で、針葉樹一斉
林ではなく、適地適木を旨として、針葉樹と広葉樹を混植する施策をとり、用材生産のため
の針葉樹林、しいたけ栽培用原木の生産のための落葉広葉樹林、天然生林として保全管理さ
れる常緑の照葉樹林がモザイク状に配置されている。 

針葉樹・広葉樹が混交するモザイク林相 

林業やしいたけ栽培等が⾧きにわたり営まれてき
た結果として生み出されたモザイク林相は、四季折々
の美しい景観を形成するとともに、大面積の画一的な
人工林と比べ、植物種の多様度は高く注２、生物多様性
にも優れた森林となっている。 

注１：同一樹種かつ同一年齢の林木で構成される森林。同齢単純林も同義。 
 ２：柿澤宏昭ら編「保持林業―木を伐りながら生き物を守る」(2018) 
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